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▼[１] 「なぜ、特許分類コード FI を使った特許調査なのでしょうか！？」

（１－１）商品企画アイデアには、特許・実用新案の調査が必要不可欠です。

新しい商品企画アイデアを出し、それを現実化しようとすると特許や実用新案の調査をす

ることが必要になってきます。なぜなら、自分が新しく考えたと思ったアイデアが既に世

の中に存在したり、さらには、既に誰かがそのアイデアを権利化したりしている可能性が

あるからです。

特許や実用新案を外注の特許調査会社に依頼する場合、私の経験上、ヒットする特許の件

数にもよりますが、高額の費用が掛かります。さらに、ヒットした特許に抵触するか否か

を判定する書類を出してもらうだけで、より高額な費用が掛かるようです。そのため私も

抵触の判定については、見積までしかしたことがありません。

しかも、外注の特許調査会社が抵触の判定を依頼する弁理士さんも、その人が得意とする

分野でなければ、判定に自信がなかったり、請求項の内容が理解できなくて判断ができず、

弁理士さんではなく自分で内容を読み込んで理解し、その理解した内容を弁理士さんに説

明して判断してもらったりと、「外注の特許調査会社に頼んだから、もう安心」とはならな

かった経験があります。

大きな企業にいた頃は、特許専門の部署があり、外部の調査会社や弁理士さんとやりとり

してくれてあまり手間はかかりませんでしたが、人も予算も少ない中小企業や個人事業主

では、特許専門の部署などあるはずもなく、高額の調査費用についても会社の決裁が下り

ないため、自力で調べる必要が出てきます。

しかしながら、普段は他の業務をしている中で特許の調査に割ける時間は限られており、

効率的に調査を進め、できるだけ時間を取られないようにしたいと思うかたも多いのでは

ないでしょうか？

そこで、これまで私がものづくりの現場で何度も行ってきた特許調査をもとに編み出した、

私なりの効率的な特許調査の方法、特許分類コード FI を活用した特許の調査方法をご紹介

したいと思います。
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（１－２）検索キーワードによる特許調査の弱点

特許調査といえば、独立行政法人 工業所有権情報・研修館というところが運営する

「J-PlatPat（特許情報プラットフォーム）」

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

にアクセス、具体的な特許の番号が判明している場合を除き、特許・実用新案検索で検索

キーワードを入力して検索するのが一般的だと思います。

もちろんこのやり方でも特許や実用新案を調べることはできますが、多かれ少なかれ、「表

記ブレ」により検索にヒットしない検索漏れが存在します。

ここで言う「表記ブレ」というのは、例えば紙を綴じる「ステープラー」がありますが、

これは人によって「ホチキス」だったり「ホッチキス」だったり、色々な呼び方をするこ

とを指します。

「ステープラー」という言葉を使ってキーワード検索すると、「ステープラー」という言葉

が使われている特許や実用新案はヒットしますが、「ホチキス」や「ホッチキス」という言

葉が使われている特許はヒットしないのです。

試しに実際に「ステープラー」、「ホチキス」、「ホッチキス」、それぞれの言葉で特許や実用

新案を検索して、「表記ブレ」による検索漏れを確認してみます。

すると、「ステープラー」が 738 件、「ホチキス」が 430 件、「ホッチキス」で 978 件と、

ヒット件数にバラツキがあることがわかります。

※ここでは、検索のヒット件数のバラツキを説明することが目的なので、図を更新してお

ります。旧 J-PlatPat のキャプチャーになっています。
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キーワード検索「ステープラー」のヒット件数

キーワード検索「ホチキス」のヒット件数
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キーワード検索「ホッチキス」のヒット件数

このように、ある内容について特許や実用新案を調べる場合、検索に使用する検索キーワ

ードによってヒットしたりしなかったりする、「検索漏れ」が生じることになり、特許や実

用新案の調査としては不十分で不安の残るものと考えられます。

この問題に対する検索キーワードを使った対策として、例えば

「ステープラー or ホチキス or ホッチキス」

といった、[or]を使った検索により検索キーワードを増やして検索することで、検索漏れの

確率を下げることはできますが、「ステープラー」に関する特許・実用新案には「紙綴じ（と

じ）器」といった表現を使っているものもあり、依然として不安は残ります。
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（１－３）特許分類コード FI を使った特許検索

キーワード検索を使った特許検索の不十分さ、不安感を低減する特許の調査方法として、

FI という特許の分類コードを使った調査方法があります。

FI は、特許庁の人などの専門家が実際にその特許の内容を読み、「●●に関する特許」とし

て付与する分類コードで、このコードを検索に用いることにより、表記ブレによる検索漏

れを防ぐ、より精度の高い検索作業になると考えられます。

もちろん、特許を読んだ人の主観による分類の違いや誤った理解、分類ミスなどのリスク

も存在すると思われますが、検索キーワードの表記ブレによる検索漏れのリスクと比べれ

ば、その発生確率は低いと思われます。

ちなみに、調査する件数は桁違いになりますが、私の経験した特許調査会社による調査も、

特許調査対象の絞り込みに FI を使用していました。

あくまでも私の知識・理解なので正確でない部分もあるかもしれませんが、少なくとも FI

が、特許の専門家のフィルターを通して分類されたより整理された情報であり、これを活

用する FI を使った特許の調査方法は、特許調査会社も活用していることからも、有用な特

許の検索方法であると私は考えます。

それでは次項から、特許分類コード FI を使った特許・実用新案の調査方法をご紹介してい

きたいと思います。

＜参考１－１＞特許分類コード FI とは

●「FI」とは、わが国の技術事情により国際特許分類（IPC）で十分な検索ができない技術

分野に対応するため、国際特許分類（IPC）をさらに細展開した分類であり、展開記号、分

冊識別記号を国際特許分類（IPC）に付加する形で表記されるものである。「FI」はわが国

固有のものであり、外国特許文献の検索に使用できない。

（出典：コトバンク https://kotobank.jp/word/FI-446129）
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●FI（エフアイ）は、国際特許分類（IPC）を細分化した日本国特許庁独自の特許文献の分

類である。File Index の略であるが、File Index という呼び名が使われることはほとんどな

い。

（出典：Wikipedia https://ja.wikipedia.org/wiki/FI_(特許))

▼[２] 特許分類コード FI を使った特許・実用新案の調査方法、第一のステップ

「FI の抽出」

（２－１）類似の特許を検索し、対象とする FI を抽出する。

今回は例として、「使うときだけガードが立ち上がり、カッター使用時の指のケガを予防す

る安全ガード定規」というアイデアが抵触する特許や実用新案が無いかを調べます。

安全ガード定規
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「トップページ」＞「特許・実用新案」＞プルダウン「特許・実用新案検索」の順にクリ

ックします。

「特許・実用新案検索」ページに進みます

「特許・実用新案検索」のページに進んだら、文献種別＞詳細設定をクリックします。

文献種別＞詳細設定をクリック
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詳細設定欄が開きますので、特許発明明細書、登録実用新案明細書のチェックを外し、特

許と実用新案にチェックが入った状態にして、下にスクロールします。

特許発明明細書、登録実用新案明細書のチェックを外す

検索キーワード欄まで進んだら、キーワードを入力します。

今回は、安全ガード定規ということで、「要約／抄録」に「定規」で「安全」を含まれる特

許や実用新案を調べてみます。

検索キーワード欄の検索項目は始め、一つずつ異なった検索項目になっており、2 つ以上の

キーワードで「and（かつ）検索」するには、もう一つ、「要約／抄録」という検索項目の

欄を用意する必要があります。

そのため、検索項目をクリックします。ドロップダウンメニューが開くので、要約/抄録を

選びます。
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※ちなみに、キーワード欄にスペース区切りでキーワードを入力すると、「or（または）検

索」をすることができます。

検索項目＞ドロップダウンメニュー＞要約/抄録を選択

これで「要約/抄録」欄が 2 つになったので、一つの欄に「定規」、もう一つの欄に「安全」

と入力し「検索」ボタンをクリックします。
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検索キーワードを入力

すると、検索結果の一覧が表示されるので、下にスクロールしながら発明の名称をチェッ

クしていきます。
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検索結果の一覧

考えているアイデアに近そうな名称があったら、文献番号をクリックします。
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参考になりそうな「発明の名称」を探して「文献番号」をクリック

選択した文献の詳細や図が表示されるので、参考になりそうな特許であれば、FI をチェッ

クします。

WEB 上では「国際特許分類」＞「FI」に記載されています。下記の例では、「B25H 7/02

Z」、「B43L 7/00 B」になります。
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文献の FI をチェック

＜参考２－１＞文献 PDF の表示・保存方法

参考になる文献を自分の PC などに保存して、後でじっくりと読みたい場合、PDF ファイ

ルで表示して、自分の PC に保存することができます。

まず、選択された文献画面の上部「文献単位 PDF」をクリックします。
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文献単位 PDF をクリック

すると、確認画面が出てくるので、「継続」をクリック。

「継続」をクリック
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キャプチャ認証が出てくるので、表示されている数字を半角で入力します。

表示されている数字を半角で入力

画面右下に「PDF ダウンロード」と表示されますので、そちらをクリックします。
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「PDF ダウンロード」をクリック

文献の PDF が表示されます。

※文献のページ数によっては、表示されるまでに時間が掛かることがあります。

文献が表示されたら、「右クリック＞名前をつけて保存」で自分の PC などに保存します。

※文献が表示される前に保存をしようとするとうまく保存できないことがあるので、表示

されるまで、気長に待ちましょう。

ちなみに PDF 表示の場合、FI は表紙の上部中央に記載されています。

下記の例では、WEB 上の表示と同じ「B25H 7/02 Z」、「B43L 7/00 B」になり

ます。
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文献 PDF が表示されるので、右クリック＞名前をつけて保存

（２－２）パテントマップガイダンス（PMGS）のページで FI を検索する

トップページ、もしくはキーワード検索のページから、パテントマップガイダンス（PMGS）

という FI を調べるページにいって調べます。
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トップページ＞特許・実用新案＞特許・実用新案分類照会（PMGS）へ

（２－３）FI を入力して、分類内容を調べる

特許・実用新案分類照会（PMGS）に行ったら、コード照会＞「分類」欄に FI を入力し、

「照会」をクリック。

「B25H7/00 Z」の場合、そのまま「B25H7/00Z」と入力するとエラーになりますの

で、下図のように、Z の前に「@」を入れ、「B25H7/00@Z」としてください。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「分類」に FI を入力し、「照会」をクリック

入力した値と同じ、もしくは近い階層の FI とその内容の説明が表示されます。

今回の場合、「B25H7/00@Z」は、「その他〔例．立体曲面定規〕」と記載されていて、あ

まり関係なさそうです。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

FI の説明を確認

そのため、もう一つの FI を調べます。

上にスクロールすると、照会画面に戻るので、コード照会＞「分類」欄に「B43L7/00@B」

と入力して「照会」をクリックします。すると、「B43L7/00 B」の説明が表示されます。

「直定規」と書かれているので、先程よりは関係が強そうです。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

FI の説明が表示されます。

ただし、ピックアップした「B43L7/00 B」という分類だけでは、対象を狭めすぎてい

るので、もう少し対象の範囲を拡げます。

上下にスクロールして近い分類（（B43L）7/00、7/02、7/027、・・・）を見ると、説

明が T 定規だったり、ローラーを持つものだったりするので、今回はあまり関係がなさそ

うです。そのため、今回は FI「B43L7/00」に分類される特許や実用新案を検索します。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

近い分類の FI をチェック



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

▼[３] 類似・参考の特許の FI を調べ、FI を検索する

「FI を使った特許のキーワード検索」

（３－１）検索の対象とする FI を決める。

FI を使って特許・実用新案を検索します。

検索の対象範囲は、前項までに検討した FI「B43L7/00」に分類される特許や実用新案を

検索します。

（３－２）特許・実用新案の検索ページに進み、検索キーワードを入力して検索を実行

まず、特許・実用新案の検索ページに進みます。

トップページ＞「特許・実用新案」＞「特許・実用新案検索」に進みます

特許・実用新案検索画面が表示されたら、「文献種別」欄右側の「詳細設定」をクリックし

ます。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

文献種別＞詳細設定をクリック

文献種別を選ぶ欄が表示されます。

今回は日本国内の特許や実用新案の調査が目的なので、「特許発明明細書」、「登録実用新案

明細書」のチェックを外します。また、「外国文献」「非特許文献」などにはチェックを入

れません。

下にスクロールして検索キーワードの入力欄に進みます。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

特許発明明細書、登録実用新案明細書のチェックを外す

検索キーワードの入力欄に進んだら、検索キーワードの検索項目の一つをプルダウンで「FI」

に変更します。

「要約／抄録」欄は、検索キーワードを追加した検索をする場合に使用するので、そのま

まにしておくことをオススメします。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

検索項目のプルダウンを FI に変更

検索項目「FI」の検索キーワード欄に FI を入力します。

ここでは、前項までに検討した FI「B43L7/00」を入力して、「検索」を押します。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

FI を入力して検索

すると、「検索結果が 3000 件を超えたため表示できません。」というメッセージが出るの

で、さらに絞り込む必要があることがわかります。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

検索結果 3000 件超・・・

（３－３）ヒット件数が絞れるよう、条件を追加

絞り込みの方針として、特許や実用新案の権利が有効かどうかで判断します。

権利が有効な期間は、「出願日」から、特許は 20 年、実用新案は 10 年（平成 17 年 4 月

1 日以降、平成 6 年 1 月 1 日~平成 17 年 3 月 31 日までは 6 年）です。

そのため、例えば令和元年（西暦 2019 年）11 月 1 日に調査するのであれば、

出願日が平成 11 年（西暦 1999 年）11 月 1 日以降のものを調べます。

ここで、実用新案は特許よりはるかに対象期間が短いのですが、

特許と実用新案をまとめて検索するために、出願日の範囲を長く設定します。

検索キーワードに「出願日」を追加するには、



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

検索結果一覧の上方にある「検索オプション」欄の右側「開く」をクリックします。

「検索オプション」欄 右側にある「開く」をクリック

「検索オプション」欄が表示されます。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「検索オプション」欄が表示。

「日付指定」＞ドロップダウン＞出願日 を選択します。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「日付指定」＞ドロップダウン＞出願日 を選択

日付を入力します。

出願日が平成 11 年（西暦 1999 年）11 月 1 日以降を調べる場合、「日付指定」欄、「～」

の左側に「19991101」と入力し、「検索」を押します。

「日付指定」欄、「～」の左側に「日付」を入力

今度は 259 件と、かなり件数が絞られました。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

検索件数が絞られました。

検索結果一覧を下方にスクロールし、「発明の名称」を見て、自分の考えているアイデアに

近そうなもの、関連がありそうなもの、「発明の名称」だけでは判断できないものなどをピ

ックアップし、中身をチェックしていきます。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

＜参考３－１＞1 つの「FI」では件数が絞り込めなかった場合

検索条件・キーワードはできるだけ少ないほうが良いので、1 つの「FI」だけで件数が絞り

込めるが一番良いのですが、件数が絞り込めないというのであれば、「FI」を追加して再検

索します。

※「要約／抄録」の「検索キーワード」を追加することもできますが、「検索キーワード」

による表記ブレにより検索漏れしてしまうリスクを低減するために、できるだけ「FI」を使

用するのが良いと思います。

FI を追加するために、検索項目の一つをドロップダウンで FI に変更します。

検索項目の一つを、ドロップダウンで FI に変更

「キーワード」欄に 2 つ目の「FI」、今回の場合は「B25H7/00」を入力して、「検索」を

クリックします。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

FI を追加して「検索」をクリック

＜参考３－２＞検索結果の一覧を簡易的に EXCEL 化する方法

表示された検索結果の一覧を簡易的に EXCEL 化する方法を記載しておきます。

一度 EXCEL 化してしまえば、次に調べる際、いちいちインターネットに接続して再度検

索画面から始める必要がなくなりますし、チェック結果をメモしたり色分けしたりできる

ので、記録するのにとても役立ちます。

EXCEL 化するためには、まず、検索結果一覧で、一覧の始め（「No.」のあたり）をマウス

のドラッグでを選択します。

つぎに、一覧の始めの選択状態を保ったまま、画面右のスクロールバーのノブをスクロー

ルバーの一番下までドラッグします。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

マウスのドラッグで一覧の始めを選択し、

スクロールバーのノブをバーの一番下までドラッグ

スクロールバーのノブをバーの一番下までドラッグし、リストの最終行が表示されたら、

キーボードの Shift キーを押しながら、一覧の最後の文字の後ろ辺りをマウスで左クリック

します。すると、一覧全体が選択された状態になります。

選択したら Ctrl+C（もしくは、右クリック＞コピー）でコピーします。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

一番下までドラッグしたら、Shift キーを押しながら、リストの最後のあたりをクリック

選択できたら Ctrl+C（もしくは、右クリック＞コピー）でコピーします。

コピーできたら、EXCEL で新しいブックを開き、コピーしたいセルを選びます。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

EXCEL で新しいブックを開き、コピーしたいセルを選びます

Ctrl+V（ペースト、貼り付け）で貼り付けます。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

Ctrl+V で貼り付けます

後は、行や列の幅を調節して、表の体裁を整えます。

体裁を整えた後は、セルに色付けして分類したり、空いたセルにメモったり、お好みでデ

ータを整理してください。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

行や列の幅を調節して表の体裁を整えます
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

＜参考３－３＞検索結果一覧の CSV 出力

検索結果一覧を EXCEL などで開ける CSV 形式でダウンロードすることもできます。

※ただし、検索結果が 100 件以下の場合と、かなり限られています。

やり方は、まず、検索結果一覧表の右上、「CSV 出力」をクリックします。

検索結果一覧表の右上、「CSV 出力」をクリック

検索結果が 100 件を超えていると、エラーになります。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

検索結果が 100 件を超えていると、エラーになります

「CSV 出力」をクリックすると、CSV 認証画面が表示されます。

初めて CSV 出力する場合は利用申請が必要ですので、右上の「ご利用申請はこちら」をク

リックします。

CSV 出力の利用申請が表示されますので、メールアドレスの入力とパスワードの設定をし

ます。入力が終わったら「送信」をクリックします。

※パスワードには、（アルファベットの）大文字／小文字／数字／記号を混在した 10 文字

以上を指定する必要があり、少し面倒です。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

メールアドレスの入力とパスワードの設定をします

パスワードには、（アルファベットの）大文字／小文字／数字／記号を混在した 10 文字以

上を指定する必要があります。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

パスワードには、

（アルファベットの）大文字／小文字／数字／記号を混在した 10 文字以上を設定します

メールアドレスとパスワードを送信すると、入力したメールアドレスに、「ID 発行のお知ら

せ」メールが届きます。

メールには、CSV 認証のユーザ ID が記載されています。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

入力したメールアドレスにメールが届き、CSV 認証のユーザ ID が記載されています

CSV 認証画面に戻り、メールに記載されていたユーザ ID と、利用申請で設定したパスワ

ードを入力し、「ログイン」をクリックします。

ユーザ ID とパスワードを入力し、「ログイン」をクリック

「CSV ファイルに出力します。」というダイアログが表示されるので、「OK」をクリック

します。

CSV ファイルに要約も含める場合は、「要約を出力する」にチェックを入れます。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「CSV ファイルに出力します。」ダイアログ＞「OK」をクリック

検索結果一覧画面の右下に「CSV ダウンロード」ボタンが表示されるので、クリックする

とダウンロードが始まります。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

検索結果一覧画面右下「CSV ダウンロード」ボタンをクリック

EXCEL で「ファイルを開く」と始めはファイルが表示されないことがあります。

その場合、CSV ファイルを表示する設定なっていない可能性があります。

「ファイルを開く」で CSV ファイルが表示されない
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

対応としては、ファイル名 右側のドロップダウンで「すべてのファイル(*.*)」に切り替え

ます。

ファイル名 右側のドロップダウンで「すべてのファイル(*.*)」に切り替えます

テキストファイルウィザードが開きますので、「カンマやタブなどの区切り文字～」にチェ

ックが入っていることを確認して、「次へ」をクリックします。

「カンマやタブ区切り」にチェックして「次へ」をクリック
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

区切り文字を指定する画面が表示されます。

区切り文字を指定する画面が表示されます

「区切り文字」欄の「カンマ」にもチェックを入れて「完了」をクリックします。

「区切り文字」欄の「カンマ」にもチェックを入れて「完了」をクリック

EXCEL の表が表示されます。

※セルの一部が「#」で表示されている場合がありますが、セルの幅が足りないだけなので

問題ありません。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

表が表示されます

セルの幅を調整したりして、表の体裁を整えます。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

セルの幅を調整したりして、表の体裁を整えます
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

＜参考３－４＞応用編 検索項目「全文」を使った FI 検索

検索項目「FI」を使う場合、「B43L7/00」のように、「B43L7」の「00」というカテゴ

リにまで絞って検索しなければなりません。

※検索キーワードに「B43L7」や「B43L7/?」のような入力をしてもエラーが出てしま

います（以前は「?」を使った検索はできたのですが）。

そんなときは、検索項目「FI」ではなく、検索項目「全文」を使用すると効率良く調べるこ

とができることがあります。

検索項目「全文」を使った FI 検索をするには、検索項目を「全文」に設定し、検索キーワ

ードに FI の一部を入力します。上記例の場合、「B43L7」や「B43L」と入力します。

※ちなみに、検索項目「要約／抄録」に FI を入力してもヒットしませんでした。

※FI の一部を入力することは、より上の分類の階層で検索することになるので、ヒット件

数が増え、絞り込めない可能性が高くなります。その場合は、少しずつ検索キーワードを

追加して試してみてください。

※検索キーワードを追加する際は、検索項目を「全文」に変更するのを忘れないよう注意

しましょう。

検索項目「全文」を使った FI 検索の具体例を示します。

「折り畳める収納ボックス」の特許・実用新案について調べたいのですが、予備調査とし

て、いくつかの「収納ボックス」に関連する特許・実用新案を確認したところ、FI が

「B65D1~」や「B65D6~」などとバラついていることがわかりました。

そのため、全文検索を使って、1 つ上の階層である「B65D」に分類される特許・実用新

案で検索することにします。

しかし、検索キーワードを「B65D」とするとヒット件数が 3000 件を超えてしまうので、

検索キーワードを追加します。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

他のキーワードの検索項目を「全文」に変更し、キーワードに「収納ボックス」と追加す

るとヒット件数 690 件、まだ件数が多いので、さらに「折り畳」という言葉を追加して検

索すると 100 件まで絞り込むことができました。

検索キーワードの検索項目を「全文」にし、FI の一部とキーワードを入力

ここで「折り畳」という途中で途切れた単語を検索キーワードにした理由としましては、

文献で使用されている単語が「折り畳む」「折り畳める」とバラついていても検索にヒット

させるためです。

もちろん「畳む」がひらがなになっている特許・実用新案も存在する可能性はありますが、

これについては、先にいくつか調べた特許・実用新案で「畳む」という漢字を使用してい

るものが多かったため、検査漏れのリスクは低いと判断しました。

より確度を高くしたいのであれば、検索キーワード「収納ボックス」の追加でヒットした

690 件をチェックするのが良いでしょう。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

＜参考３－５＞特許検索にまつわるあれこれ

●特許の抵触が心配な会社名などがわかっている場合、検索項目のプルダウンで「出願人

／権利者／著者所属」を選び、「検索キーワード」を入力して絞り込みを行うこともできま

すが、例えば製造と販売で別会社名を名乗っている会社が「検索キーワード」に使用する

会社名以外で特許や実用新案を申請していたり、子会社や協力会社の名前で申請している

こともあるので注意が必要です。

※実は過去に、このことを新人くんに教えなかったばかりに、ライバル社の実用新案に抵

触してしまったという苦い経験があります）。

●もしも権利切れの使えそうな特許や実用新案のアイデアを探しているのであれば、「出願

日」を抵触検索と逆の範囲を指定して検索すれば良いでしょう。

具体的には、「検索オプション」＞「日付指定」＞「出願日」、「～」右側の欄に、日付を

「19991101」のように入力します。

ただしこの場合、過去の特許や実用新案がヒットするので、ヒット件数が相当数になる可

能性があります。また、権利切れの特許や実用新案に何らかの機能を加えて商品化したい

といった場合、内容によっては、別の特許や実用新案に抵触する恐れもあるので、アイデ

アがまとまったところで、別途調査を行って下さい。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

▼[４] FI や出願日などで検索した特許の検索結果一覧からの絞り込み

「検索結果一覧からの特許の絞り込み」

（４－１）「発明の名称」で絞る

検索結果の一覧に表示されている「発明の名称」を見て、「どんな物品」の「どの機能」か

を読んで、明らかに対象の物品以外の特許だったり、対象の物品に関する特許であっても、

違う部位や機能に関する特許であればその時点でチェックする候補から外していきます。

ただし、違う部位や機能であっても、少しでも怪しい、心配だと感じる場合はチェック候

補に残しておいて、次以降のステップで選別しても良いでしょう。

今回の場合、「ガードが立ち上がり、カッター使用時の指のケガを予防する定規」を考えて

いるので、「楯壁を設けた多様定規」という「発明の名称」は、対象とする物品、および機

能ともに一致しているので、より詳しくチェックしていく必要があります。

（４－２）「図面（図）」で絞る

タイトルを見て絞ったチェック候補をより詳しく見ていきます。

検索結果の一覧でチェックする特許のタイトルをクリックすると、特許の概要が表示され

ます。そのうち、画面右側に表示される図を見ます。

最初に表示される「代表図面」がその特許の内容を良く示す図になっていることが多いの

で、図を見て、特許の対象の物品やその部位、部品構成や機能などを確認します。

図は、左右に表示されている矢印で他の図を見ることもできるので、代表図面だけでは判

断できない場合は、他の図も見てみましょう。

※ここでは、まだ数多くのチェック候補を見て対象を絞っていかなければならないので、

あまり悩まず、図を見て直感的に判断していきましょう。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

図面をチェックして絞り込む

（４－３）「経過情報」を見る

（（I）未審査請求によるみなし取下 の例 ）

（１）、（２）で絞り込んだり、判断できなかった特許・実用新案については、「経過情報」

をチェックします。

「経過情報」を読むことにより、チェックした特許・実用新案について、特許として成立

し権利が有効な状態なのか、まだ審査請求していない状態なのか、既に権利が消滅してい

る状態なのかなど、現在どんな状態なのかを把握することができます。

「経過情報」を見るには、文献が表示された状態で「経過情報」をクリックします。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「経過情報」をクリック

「経過情報照会」画面が表示されます。

今回調べた特許については、「~（未審査請求によるみなし取下）」と書かれています。

これは審査請求がなされないまま、期限切れとなり権利化されなかったことを意味します。

そのため、このアイデアを利用しても問題になりません。

ただし、この場合、単に審査請求をしなかっただけであり、他に類似の特許が出願されて

いたり、権利化されていたりする可能性は残っているので、この一つを読んだだけで判断

することはできません。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「経過情報照会」 「~未審査請求によるみなし取下」となっている

「出願細項目記事」に関して、私が経験した、主だったものを紹介しておきますと、

（I）未審査請求によるみなし取下＜上記例＞

（II）「登録（登録番号）本権利は抹消されていない」と書かれている場合

（III）権利消滅

（IV）拒絶査定

というのがあります。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

（II）「登録（登録番号）本権利は抹消されていない」と書かれている場合

権利化されており、権利も有効です。

登録番号をクリックすると、特許（実用新案）公報を表示します。

※権利が切れたばかりの場合、経過情報が「権利消滅」に更新されていないこともありま

すので、必ず「出願日」もチェックしてください。

※もしも「公開特許」や「公開実用新案」をチェックしていて、「経過情報」で権利化が判

明した場合、必ず特許・実用新案の登録記事を読んで下さい。

理由としましては、公開記事と登録記事とでは、内容が修正されている可能性があるため、

あくまでも権利化されている登録記事をチェックして判断してください。

権利が抹消されていない＞登録番号をクリックで公報を表示
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

（III）抹消（権利消滅）

権利が切れているので、アイデアを使用しても問題ありません。

抹消。権利は消滅しています

（IV）拒絶査定

拒絶査定されているので、権利化されていません。

ただし、査定を不服として申し立てをして査定が確定していないことがあるので、状況を

確認する必要があります。

状況を確認するには、経過情報照会で「出願情報」をクリックします。

また、拒絶査定された場合、拒絶の根拠となる特許番号が示されているので参考にするこ

とができますし、類似した特許がヒットしているということは、自分のアイデアも現在権

利が有効な特許や実用新案に抵触してしまうかもしれません。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

拒絶査定。「出願情報」をクリック

「出願情報」が表示されたら、下にスクロールします。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

出願情報。下にスクロール

スクロールしたら、「審査記録」をチェックします。

この場合、一番下が「拒絶査定」となっているので、拒絶査定で確定しているようです。

この部分に不服申し立て的なことが書かれている場合、「拒絶査定」が確定していませんの

で、査定が覆り権利化される恐れがあるので、引き続き動向に注意する必要があります。

また、「引用調査データ記事」欄には、「拒絶査定」の根拠となった特許や実用新案が記載

されており、「引用文献番号」をクリックすれば、すぐにその文献をチェックすることがで

きます。

「引用文献」をチェックすると、拒絶査定された特許や実用新案に似ていたり、全く同じ

内容（！？）なんていうケースもあるので、自身のアイデアを見直すにも役立つことがあ

るかもしれません。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

※個人的には、査定が確定していない、不安定なアイデアについては、採用を見送り、他

の案を検討するのが、商品開発の安全な近道になると考えます。

「審査記録」や「引用文献」をチェック

（４－４）「請求項[1]」を読む。

（３）までのプロセスで絞り込めなかった特許・実用新案については、その内容を確認す

る必要があります。

チェックするのは、「請求項」です。

請求項には、請求項[1]にメインの内容が書かれており、請求項[2]以降は、「～を特徴とす

る請求項[1]の〇〇」となっていることが多いので、請求項[1]の内容さえ回避できていれ

ば、以降の請求項に抵触することはありません。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

そのため請求項[2]以降については、まずはサラッと読んで、「～を特徴とする請求項[●]

の〇〇」的な表現がなされていないかを確認しましょう。

※もしも権利されている文書をチェックする場合、「”公開”特許」や「”公開”実用新案」

ではなく、「特許公報」、「実用新案公報」を読みましょう。

理由としましては、公開されたときと、権利化（登録）されたときとで、請求項の内容が

修正されていることがあるからです。内容が変更された場合、特許公報を見ると、請求項

の文章にアンダーラインが引かれています。

「公開特許」の内容では抵触してしまうけれども、権利化した「特許公報」では内容が変

わっていて、抵触を回避できてしまっているというケースもありますので、あきらめずに

最後まで内容をチェックしましょう。

公開特許公報から、特許公報の間で、内容が変更された特許の例を示します。

この例では、公開特許公報と特許公報との間で、ホッチキスの機構についての説明が詳し

くなっています。恐らく、権利化の範囲をより明確にするための変更ではないかと思われ

ます。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「公開特許公報」時点での請求項 1
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「特許公報」での請求項 1
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

＜参考４－１＞「経過情報」 査定不服審判の例

「拒絶査定」を受け、不服を申し立てた例を挙げておきます。

この事例では、「拒絶査定」→「意見書（不服申し立て）」を出し、「手続補正書の提出（特

許の内容を修正）」を行ったにも関わらず、最終的に「拒絶査定」されています。

引用文献を見ると、確かに内容が似ているというか、やろうとしていることが同じなので、

特許に求められる「新規性」の部分がどうしてもクリアできなかったのではないかと推測

されます。

「査定不服審判」＞「審判情報」をクリック
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「審判情報」＞「審判記事」＞「請求不成立」

＜参考４－２＞実用新案 技術評価の実施例

実用新案は、申請すれば審査なしですぐに登録されますが、実際に権利を主張するために

は、技術評価という、特許で言う審査のようなプロセスを経ることが必要です。

技術評価は、申請者自身が自らの権利を主張するためだけでなく、その実用新案のアイデ

アを使おうとする申請者以外の人が、その有効性を確認するために請求することがありま

す。

ここでは、スツールとしても使える折り畳み式の収納箱について、技術評価が行われた例

を示します。

「経過情報」をクリックします。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

実用新案の技術評価の例 経過情報をクリック

「経過情報照会」＞「審査記録」＞「実用新案技術評価の通知」をクリック。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

「経過情報照会」＞「審査記録」＞「実用新案技術評価の通知」をクリック

「実用新案技術評価の通知」をクリックすると、「（実用新案技術評価の）通知書」が表示

されます。

この通知を下にスクロールすると、「評価の項目」があり、「請求項」とその「評価」が記

されています。
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※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

（実用新案 技術評価の）通知書。下にスクロール

「評価」は 6 個あり、評価が 1~5 だと、何らかの理由で請求項に新規性・進歩性が無いた

め実用新案としての権利化は難しく、評価が 6 であれば、今回の評価では新規性を否定す

る文献を発見できない、すなわち新規性・進歩性があり、有効であるといえます。

今回の例であれば、請求項 2,4 については、評価 2 で進歩性が無いと判定されています。

一方で、請求項 1,3 については、評価 6 で否定する文献を発見できないと評価されている

ので、請求項 1,3 については注意（回避）する必要があります。



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

請求項と評価 評価 2（進歩性無し）

請求項と評価 評価 6（否定する文献無し）



ろむーん『自分でできる特許分類コード FIを使った無料の特許調査方法』（ver1911）

※本書のテキスト、画像等を、作成者に無断で転載、使用、まとめサイトへの引用などはしないでください。

※余談ですが、この実用新案の請求項 1 がとてもやっかいだったので、あわよくば技術評

価で「新規性が無い」と判定されていて欲しいと思って調べてみましたが、新規性が否定

されず、泣く泣く別の案を考えることになりました。

＜参考４－３＞特許の検索結果の絞り込みに関するあれこれ

●少しずつチェックを進めたい場合は、「FI を使った特許・実用新案のキーワード検索」の

章に記載した、「＜参考＞検索結果の一覧を簡易的に EXCEL 化する方法」を参考に、検索

結果の一覧表を作成し、チェックやメモを入れていけば自分のペースでチェックすること

もできます。

●チェックの仕方としましては、検索結果の一覧に並んでいる順に見ていくのであれば、

特許の概要画面右上の「次の文献」をクリックすれば、検索結果一覧の順に文献表示され

るので、検索結果の一覧を片っ端からチェックする場合や、チェック候補が多い場合はこ

の方法が便利だと思います。

●100 円均一のアイテムなどをチェックしていると、権利が消滅した後しばらくすると、

そのアイデアを使用したアイテムが登場したりしてくることもあり、こういった視点でお

店の売り場を観察してみるのも面白いのではないでしょうか。
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